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相
手
は
變
れ
ど
、
主
は
變
ら
ず
。
昨
、
夜
光
命
の
手
に
せ
し
四
合
入
の
瓢
箪
、

今
日
は
十
口
坊
の
手
に
在
り
。
裸
男
は
例
の
三
合
入
の
瓢
箪
を
手
に
し
て
、
新

宿
の
追
分
よ
り
、
京
王
電
車
に
乘
る
。
線
路
を
は
じ
め
は
甲
州
街
道
に
沿
ひ
し

が
、
や
が
て
舊
玉
川
上
水
に
沿
ふ
。
沿
ふ
よ
り
間
も
な
く
、
天
神
橋
の
手
前
の

右
に
近
く
可
な
り
大
な
る
銀
杏
あ
り
。
凡
そ
二
抱
へ
も
あ
ら
む
と
思
は
る
ゝ
一

本
の
幹
の
、
二
三
丈
上
よ
り
は
、
數
十
百
條
と
な
り
て
直
立
す
。
裸
男
、
十
口

坊
を
顧
み
て
、
『
あ
れ
見
よ
、
一
種
無
類
の
銀
杏
に
非
ず
や
』
と
云
へ
ば
、

『
然
り
〳
〵
』
と
云
ふ
。
『
竹
箒
に
似
た
ら
ず
や
』
と
云
へ
ば
、
『
當
れ
り
〳

〵
』
と
云
ふ
。
『
箒
銀
杏
と
命
名
し
た
ら
ば
如
何
に
』
と
云
へ
ば
、
『
好
か
ら

む
』
と
云
ふ
。
『
そ
こ
で
一
首
、

　
　
名
に
し
お
は
ば
都
の
空
の
ち
り
ほ
こ
り

　
　
　
　
箒
銀
杏
の
掃
く
よ
し
も
が
な

こ
の
歌
は
ど
う
だ
』
と
云
へ
ば
、
何
と
も
答
へ
ず
。

　
笹
塚
に
下
り
て
、
甲
州
街
道
を
行
く
。
酒
は
瓢
に
在
り
。
何
か
肴
な
か
る
べ

か
ら
ず
と
て
、
目
を
兩
側
に
注
ぎ
つ
ゝ
行
き
し
に
、
一
店
に
小
さ
き
干
鱈
あ
る

を
見
付
く
。
『
あ
れ
は
ど
う
だ
』
と
云
へ
ば
、
好
物
の
干
物
、
も
と
よ
り
異
議

な
し
。
價
を
問
へ
ば
、
僅
に
四
錢
、
白
銅
貨
一
つ
に
て
、
一
錢
餘
る
。
今
一
錢

足
し
て
、
干
鱈
と
佃
煑
と
を
買
へ
り
。

　
和
泉
新
田
火
藥
庫
の
土
手
を
右
に
見
て
、
代
田
橋
を
渡
り
、
凡
そ
十
町
に
し

て
右
折
し
、
玉
川
上
水
を
渡
れ
ば
、
龍
泉
寺
あ
り
。
門
前
を
左
折
し
、
吉
田
園

の
前
を
過
ぎ
て
、
玉
川
上
水
の
左
岸
を
行
く
。
櫻
花
列
を
爲
す
。
新
武
藏
野
の

櫻
と
は
、
是
れ
也
。
一
に
玉
川
上
水
べ
り
の
櫻
と
も
稱
す
。
上
二
三
里
に
し
て
、

小
金
井
の
櫻
に
接
す
。
小
金
井
は
山
櫻
、
こ
ゝ
は
吉
野
櫻
、
種
類
は
異
な
れ
ど

も
、
櫻
花
、
上
下
三
四
里
の
間
に
連
な
る
。
小
金
井
の
山
櫻
は
見
事
也
。
東
京

附
近
、
山
櫻
の
見
る
べ
き
は
、
小
金
井
の
み
也
。
こ
ゝ
を
始
め
と
し
、
東
京
の

櫻
は
、
幾
ん
ど
み
な
吉
野
櫻
也
。
花
を
別
に
し
て
、
唯
〻
場
所
を
比
較
す
れ
ば
、

同
じ
く
上
水
べ
り
な
が
ら
、
小
金
井
は
岸
高
く
、
兩
側
は
人
家
や
樹
林
に
封
ぜ

ら
る
。
こ
ゝ
は
岸
低
く
、
あ
た
り
に
人
家
な
く
眺
望
開
け
て
、
晴
れ
や
か
也
。

而
も
未
だ
多
く
世
人
に
知
ら
れ
ず
。
花
は
盛
り
な
る
に
、
我
等
二
人
の
外
に
は

遊
客
な
し
。
又
遊
客
を
待
つ
設
備
も
な
し
。
そ
れ
故
の
酒
肴
持
參
、
『
ど
れ
一

と
休
み
』
と
芝
生
に
腰
を
お
ろ
す
。
干
鱈
は
、
そ
の
ま
ゝ
食
ひ
て
も
よ
け
れ
ど
、

成
る
べ
く
火
に
あ
ぶ
り
た
し
と
て
、
枯
枝
を
焚
き
て
、
之
を
あ
ぶ
る
。
燃
え
殘

れ
る
火
は
、
十
口
坊
が
自
家
所
有
の
天
然
ポ
ン
プ
に
て
消
し
と
め
た
り
。
そ
の

あ
ぶ
り
た
る
干
鱈
と
佃
煑
と
を
肴
に
し
て
、
瓢
酒
を
傾
く
。
一
杯
一
杯
ま
た
一

杯
、
酡
顏
櫻
花
と
映
發
す
。

　
上
流
を
窮
め
て
、
小
金
井
に
ま
で
達
し
た
け
れ
ど
、
裸
男
は
こ
の
日
、
西
園

寺
侯
の
催
せ
る
雨
聲
會
に
行
く
約
束
あ
れ
ば
、
酒
食
終
る
と
共
に
、
引
返
す
。

十
口
坊
は
、
裸
男
の
頻
に
考
へ
込
む
を
見
て
、
『
何
の
思
案
』
と
問
ふ
に
、

『
外
の
思
案
で
も
な
し
。
今
夕
席
上
に
て
書
く
詩
を
案
じ
た
る
が
、
や
つ
と
出

來
上
れ
り
。
一
つ
聽
い
て
呉
れ
給
へ
』
と
て
吟
ず
ら
く
、

　
　
十
歳
重
登
舊
酒
樓
。
哀
絲
豪
竹
惹
春
愁
。
當
年
意
氣
依
然
在
。
滿
座
唯
見

　
　
多
白
頭
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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